
緊急要請事項

１．自院における陽性患者発生時の入院体制の確保
自院において、入院が必要な患者の陽性が判明した場合に備え、継続して入院対応が

可能な体制を整備すること。

２．入院受入体制のさらなる拡充
医療機関全体で新型コロナウイルス感染症対策を支える必要があることから、
各医療機関において、以下のいずれかの役割を担うことが可能となるよう準備すること。
① 陽性患者の入院受入（特に要介護等の高齢患者の入院受入）
② 退院基準を満たした高齢者等の入院受入（後方支援病院）
③ 入院受入病院やクラスター発生施設等に対する人的支援

新型コロナウイルス感染症患者の患者増加に伴い、札幌市内における陽性患者等の入院受入体制が
危機的な状況にあることから、医療機関の皆様方に、以下のとおり、緊急要請を行います。
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３．発熱患者等の救急対応
発熱患者や高齢者施設の入居者等について、救急搬送の受入までに時間を要する

事例が多発していることから、受入拒否をすることなく、適切に受入対応を行うこと。


